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 SCC は材料、応力、環境の３要因の重畳により発生する材料劣化現象である。本研究では、BWR プラントで
使用されているオーステナイト系ステンレス鋼を対象とし、SCC 要因のうち材料要因の特性改善を目的として、
（１）SCC 発生抑制のための表面処理方法の検討、（２）粒界性格制御による SCC 抑制効果の検討、（３）Ta 添
加によるSCC抑制効果の検討、を行った。 
SCC抑制のためには残留応力を改善する表面処理が有効であるが、表面処理により導入されるひずみや硬化は



















(4) 表面処理による残留応力改善は、WJP および SP では、60 年経過後もその効果を維持すると考えられる。一





る IGSCC の発生および進展の抑制効果が期待される。そこで，本研究の第二の目的は、316L ステンレス鋼の粒
界性格制御材を用いて、粒界性格分布と IGSCCの関係を明らかにすること、および粒界性格制御による粒界腐食、











(4) CBB試験後の IGSCC最大深さは、制御材が非制御材の約 1/3であった。制御材の IGSCC長さおよび IGSCC
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粒界数の平均値は、非制御材のそれぞれ約 1/2 および 1/3 に低減した。CBB 試験において粒界性格制御によ
るSCC発生感受性抑制効果が確認された。 

















たオーステナイト系ステンレス鋼を用いて、耐すき間腐食性、耐 SCC 性、および耐 IASCC 性の向上を確認する







(2) 安定化熱処理による熱鋭敏化抑制は、TaC が析出することにより固溶 C 量が 0.02%以下に低減されることに
よると考えられる。 





(5) 改良材の最大すき間腐食深さは、SUS316L の約 1/3 となり、優れた耐すき間腐食性を有すると考えられる。
また、Gumbel分布による統計解析の結果においても耐すき間腐食性に対する改良材の優位性が確認された。 
(6) CBB 試験において、SUS316L は 7 枚中 4 枚に SCC が発生したが、改良材は SCC が確認されず、 SUS316L
に比べSCC発生感受性が低く、耐SCC発生感受性に優れると考えられる。 
(7) SCC進展試験の定荷重条件において、改良材はSUS316Lに比べき裂進展速度が低いことが確認された。 






環境中での耐 SCC 性および耐 IASCC 性を向上させたオーステナイト系ステンレス鋼に関する有益な知見を得る
ことができた。これにより、BWR プラントおよび機器の不具合発生を抑制し、信頼性および安全性の向上への
貢献が期待される。 
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